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記者発表資料 平成３０年 ３月 ２日

国土交通省東北地方整備局

福 島 河 川 国 道 事 務 所

【復興支援道路 Ｅ１３ （東北中央自動車道）】

相馬福島道路 相馬玉野ＩＣ～霊山ＩＣ間の供用前に
そ う ま た ま の り よ う ぜ ん

総合防災訓練（七ツ窪トンネル）を実施します

平成３０年３月１０日供用予定の、東北中央自動車道 相馬福島道路（相馬玉野Ｉ

Ｃ～霊山ＩＣ）七ツ窪トンネル内で交通事故によるけが人と車両火災の発生を想定し

た「総合防災訓練」を実施いたします。

本訓練は、トンネル内で車両事故等が発生した場合の迅速な情報伝達や交通規制、

救助、消火活動等を実施するものです。

記

１．訓練日時：平成30年3月5日（月） 午前9時30分～午前11時30分（予定）

２．訓練場所：相馬福島道路 七ツ窪トンネル 福島側坑口 （伊達市霊山町地内）

集合場所：霊山防災ステーション （別紙－１ 案内図参照）

３．主な訓練内容

１）情報伝達訓練

２）交通規制訓練

３）救助・救出訓練

４）車両の消火訓練

４．実施機関：国土交通省 福島河川国道事務所

５．訓練概要：別紙－１のとおり

６．取 材：事前申し込みは不要です。当日、集合場所の時間にお越し下さい。

発表記者会〈福島県政記者クラブ、福島市政記者クラブ、いわき記者会、

いわき記者クラブ、いわき市ふるさと発信課、南相馬市役所記者クラブ>

【 問 合 せ 先 】

【防災訓練について】 国土交通省 東北地方整備局 福島河川国道事務所

副所長 本木 雅信 TEL 024-546-4331（代表） （内線206）
も と き ま さのぶ

【事業全般】 国土交通省 東北地方整備局 福島河川国道事務所

副所長 佐野 智樹 TEL 024-546-4331（代表） （内線205）
さ の と も き
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別紙－１

相馬福島道路 「相馬玉野 IC～霊山 IC 」 総合防災訓練概要

１．訓練目的：相馬福島道路（相馬玉野 IC ～霊山 IC）供用に伴い、開通後に発生する交通
事故等に対し、迅速で的確な対応が出来るよう関係機関による合同訓練を実施する
ものである。

２．訓練日時：平成 30年 3月 5日（月） 午前 9時 30分～午前 11時 30分（予定）

３．訓練場所：相馬福島道路 ２９．６８ｋｐ付近：七ツ窪トンネル福島側坑口

４．実施機関：国土交通省 福島河川国道事務所

５．参加機関：福島県 保原土木事務所
福島県 相双建設事務所
伊達市
相馬市
福島県警察本部
伊達警察署
相馬警察署
伊達地方消防組合消防本部
相馬地方広域消防本部
福島市消防本部
安達地方広域行政組合消防本部
公立大学法人 福島県立医科大学附属病院

６．次 第：（１）開会式：あいさつ（国交省）、訓練概要説明 （9:30～ 9:40）
（２）訓 練 （10:00～ 11:25）
（３）閉会式：講評（警察、消防） （11:25～ 11:30）

７．訓練想定：・七ツ窪トンネル内において乗用車同士の追突事故による本線の全面通行止め
・事故車両の運転手及び同乗者複数名が負傷し、車内に閉じ込められ重傷者も
いる模様
・事故車両から火災発生の想定

８．訓練項目：（１）通報情報伝達訓練：国交省、警察、消防、県、伊達市、相馬市
（２）交通規制訓練 ：警察、国交省
（３）救助・救出訓練 ：警察、消防
（４）消火訓練 ：消防
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９．参加人員：約５０名

１０．取 材：事前に申し込みは不要です。当日、下記集合場所の時間にお越し下さい。

１１．集合場所 相馬福島道路 霊山防災ステーション
受付時間 ８時５０分～ （９時１０分より報道機関向けに説明会を行います）
別添地図を参照願います。（誘導員の指示に従ってください）

１２．注意事項
･訓練会場への進入は別添案内図に従い、安全に注意し走行してください。誘導員の指示に従ってくだ
さい。
・開会式（霊山防災ステーション）後、現地訓練箇所（七ツ窪トンネル内）までは、準備したバスに
で案内、移動いたしますのでご乗車願います。
・訓練箇所がトンネル内という限られたスペースであること、訓練車両が往来することから、取材は最小
限の人数になりますようご理解とご協力をお願いいたします。
・取材時は必ずヘルメットを着用していただくようお願いします。なお、ヘルメットは各自準備願います。
・訓練箇所のトンネル内では、緊急車両の参集、各種機材の使用が行われます。また、消火訓練で
は、放水により水が飛び散りますので、撮影機器等の取り扱いにご注意ください。
・取材中の事故防止のため、決められたエリアで担当者の指示に従ってくださるようお願いします。
・訓練中のトイレはありません。霊山防災ステーションのトイレ（簡易トイレになります）は利用可能です。
・飲料水はありませんので各自準備をお願いします。
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◆相馬福島道路（相馬玉野IC～霊山IC）の開通により、相馬市～福島市間の所要時間は未整備時より20分短縮
◆救急搬送の速達性確保のほか、観光交流・企業活動の活性化を支援

▼相馬市役所⇔福島市役所の所要時間の変化
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出典：H27年全国道路・街路交通情勢調査

▼相馬市役所⇔福島県立医大病院の所要時間の変化

※国道115号・相馬福島道路経由 ※相馬福島道路の区間は70㎞/hで算出

今回開通後78分
58分

0

20

40

60

80

100

未整備時 今回開通後
（霊山IC～相馬山上IC）

今回開通後

20分短縮 20分短縮

阿武隈東道路の開通
で10分、相馬玉野IC
～霊山ICの開通で
更に10分短縮

－相馬～福島間の所要時間が短縮－



効果１：相馬～福島間の安全、安心な通行を確保

◆相馬～福島間を結ぶ国道115号は、急カーブや急勾配区間が連続し、災害等で通行止めが頻発
◆相馬玉野IC～霊山ICの開通により、急カーブや急勾配、事前通行規制区間等の交通難所はほぼ回避できるようにな
り、相馬～福島間の安全、安心な通行を確保
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効果２：救急搬送の速達性・安定性を確保

◆相馬市等の沿岸部は、第三次救急医療施設がないため、福島市にある福島県立医大病院へ約8割が搬送
◆国道115号は線形不良箇所が多く、消防署からは搬送時の患者への負担が大きい等の課題を指摘
◆相馬玉野IC～霊山ICの開通により、相馬市役所～福島県立医大病院間の所要時間は未整備時より20分短縮さ
れるとともに、安定走行が可能となり、搬送時の患者への負担が軽減
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▼相馬市⇔福島県立医大病院間（国道115号・相馬福島道路経由）の所要時間
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効果３：広域的な観光周遊を支援

◆阿武隈東道路開通後、相馬市内の観光施設では山形県・福島県内陸部からの来訪者が増加
◆相馬福島道路が全線開通すれば、相馬～福島間の所要時間は約40分短縮されるとともに、相馬市を経由する広域
的な観光周遊が可能となり、震災で落ち込んだ福島県の観光入込客の回復に期待
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今回開通区間

霊山IC 相馬
玉野IC

相馬IC

(仮)福島北
JCT

現況
将来(相馬福島道路整備後)

［観光周遊ルートイメージ］

709

942

5%
9%

0%

5%

10%

15%

20%

0

200

400

600

800

1,000

1,200

開通前年 開通後

（割合）（人）

大会タイトルに 「阿武隈東道路開通記念」
を掲げ利用者にＰＲ

出典：相馬光陽パークゴルフ場 ＜開通前年＞H28.4～5月 ＜開通後＞H29.4～5月
利用者数（人） 利用者割合（％）

【相馬光陽パークゴルフ場管理・運営者の声】
■山形県や中通り・会津方面の参加者から「到着時間が早まった」「走
行性が良くなった」との声があがっています。

■相馬福島道路の更なる延伸により、内陸方面からのお客様が施設を
利用しやすくなることを期待しています。

阿武隈東道路開通をPRした大会
▼山形県・福島県内陸部の

利用者数推移
約230人
増加

■相馬光陽パークゴルフ場
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効果４：物流効率化で企業活動を支援
◆相馬港周辺は、相馬福島道路の整備を見据え企業立地が促進
◆国道115号の連続した線形不良区間を走行する際は、常に荷崩れや横転等の危険性が高く、ドライバーの精神的な
負担が増大

◆相馬福島道路は、中通り地方と浜通り地方との物流を支える大動脈として機能し、走行性の向上や時間短縮による
物流効率化により企業活動を支援

相馬港

【農産物取扱流通会社の声】
■沖縄県への米の出荷量は、年間約4,000tあり、沖
縄県向けの米の約8割は会津・中通り地方から国道
115号や相馬福島道路を通過して、相馬港まで輸
送されます。

■相馬福島道路が全線開通すると、会津地方、中通
地方から相馬港への輸送負担が軽減されます。

■道路整備による時間短縮、走行経費削減にも大い
に期待しています。

エネルギー・
危険物関連ゾーン物流関連ゾーン

【建設材料】
セメント工場
稼働中

【LNG】
相馬LNG基地 建設中
(平成30年操業開始予定)

【鉄鋼加工・物流】
鋼材物流拠点工場
建設中
（平成30年完成予定）

【化学薬品】
液化アンモニア
の物流基地
稼働中

相馬港周辺は、相馬福島道路の整備を
見据え企業立地が進んでいる

出典：福島県相馬港湾建設事務所

【相馬港進出の鋼材販売会社の声】
■山形や秋田の日本海側への需要拡大
が見込まれ、東北各地へ高速道路を
利用したアクセスが優れることから相
馬港に進出しました。

■相馬福島道路が全線開通すれば、物流面で
の効率化が格段に向上します。

相馬市

飯舘村

福島市

伊達市

左右加速度±0.20G以上

▼国道１１５号の左右急加速度発生箇所

※単位（G）とは、加速度の単位で、重力加速度を1.0Gと表した単位である。すなわち、1.0G=9.80665m/s2である。
※0.2G以上の揺れ：体が横滑りする感覚を受け、長く続くと不快感を受ける加速度
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【化学薬品製造会社の声】
■炭酸カルシウムは急カーブ・急勾配が続くと
重さが偏り横転する危険性があります。

■現在、輸送ルートは主に国道115号を利
用しており、急カーブ箇所も多いため常に細
心の注意を払って輸送しております。

■相馬福島道路が開通すれば、輸送時に横
転する危険がなくなる他、輸送頻度・出荷
量の増加に繋がることも期待できます。

E4 浜通り
中通り

相馬IC

東北中央自動車道 相馬福島道路

今回開通区間

相
馬
山
上
Ｉ
Ｃ

阿武隈東道路
（H29.3開通）

(仮)福島北JCT

霊山IC 相馬
玉野IC

相馬玉野IC～霊山IC間の開通で高い横揺れが
生じる箇所を回避でき、走行性が向上

E13【化学製品】
炭酸カルシウム
製造工場
稼働中

E6

【農業】
米低温倉庫 稼働中

出典：加速度調査結果（H28.9.22）より

至 仙台

至 郡山

至
山
形

E13
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■東北中央道の開通により、広域的な通行経路の選択が可能となり、悪天候や災害時においても寸断されない信頼性
を確保

■相馬IC～横手JCT間における所要時間は約１００分（約３割）短縮

－東北地方の広域的な道路ネットワークが形成－

▼高規格ネットワーク図 ▼東北中央道（相馬IC～横手JCT間）の所要時間変化（将来）

320

220

0

50

100

150

200

250

300

350

現況 将来

（分）

▼東北中央自動車道における
起終点間の所要時間
【相馬IC～横手JCT間】

約100分の短縮
（約3割）

出典：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査 昼間非混雑時旅行速度
※所要時間・距離の記載は、東北中央自動車道開通後の所要時間にて算出
※（ ）は現況とし、平成27年度時点の並行路線等の所要時間・距離を記載

福島大笹生IC～米沢八幡原IC
現況約40分⇒将来約20分
（所要時間約５割削減）

相馬IC～福島大笹生IC
現況約80分⇒将来約40分
（所要時間約５割削減）

米沢八幡原IC～山形JCT
現況約60分⇒将来約50分
（所要時間約２割削減）

山形JCT～横手JCT
現況約140分⇒将来約110分
（所要時間約２割削減）

東
北
中
央
自
動
車
道

東
北
中
央
自
動
車
道

相馬福島道路
相馬玉野IC～霊山IC

縦軸（東北道・東北中央道・常磐道）と横軸
（山形道・東北中央道・仙台南部道路）のラ
ダー状のネットワークが形成、悪天候や災害時
においても寸断されない信頼性を確保
⇒広域的な通行経路の選択が可能に！
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